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EV

階段

階段階段

階段大階段

百周年
記念碑

奉安殿

国旗
掲揚台

既存棟

既存棟
新校舎

50台 町営プール

附属幼稚園

中学校

25台
(身障者＋搬入除く)

身障者

搬入

車両動線(幼稚園送迎･身障者･給食搬入)
歩行者動線(児童登下校)
車両動線(小学校教職員･送迎)

駐輪場

受水槽

浄化槽
百周年
記念碑

奉安殿

国旗
掲揚台

既存棟

既存棟
新校舎

50台 町営プール

附属幼稚園

中学校

25台
(身障者＋搬入除く)

身障者

搬入

車両動線(幼稚園送迎･身障者･給食搬入)
歩行者動線(児童登下校)
車両動線(小学校教職員･送迎)

駐輪場

受水槽

浄化槽

わらんきゃの庭

ピロティ駐車場

ｻｰﾊﾞｰ室
倉庫
ﾎﾟﾝﾌﾟ室
配膳室

放送室

保健室

昇降口事務員室

職員室

印刷室

用務員室

教育相談室

倉庫

家庭科室

準備室

渡り
廊下

渡り
廊下

渡り
廊下

大階段

通用口

多目的室
事務支援室 会議室

教材庫

更衣
休憩

支援室

EV

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ
ｽﾍﾟｰｽ

ひろがりの庭

WC

WC

WC
WC

倉庫
ﾎﾟﾝﾌﾟ室

特殊学級

図書室

ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ

準備室

理科室

特殊学級
室外機置場

ﾎｰﾙ

わらんきゃの庭

ピロティ駐車場

ｻｰﾊﾞｰ室
倉庫
ﾎﾟﾝﾌﾟ室
配膳室

放送室

保健室

昇降口事務員室

職員室

印刷室

用務員室

教育相談室

倉庫

家庭科室

準備室

渡り
廊下

渡り
廊下

渡り
廊下

大階段

通用口

多目的室
事務支援室 会議室

教材庫

更衣
休憩

支援室

EV

ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ
ｽﾍﾟｰｽ

ひろがりの庭

WC

WC

WC
WC

倉庫
ﾎﾟﾝﾌﾟ室

特殊学級

図書室

ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ

準備室

理科室

特殊学級
室外機置場

ﾎｰﾙ

WC

WC

ﾎｰﾙ

普通教室

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾎｰﾙ

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ
ﾗﾎﾞ
ｷﾞｬﾗﾘｰ

WC

WC
WC

ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ

普通教室

普通教室

普通教室

みんなのﾃﾗｽ

大階段

渡り
廊下

渡り
廊下

渡り
廊下

庭上部

まちなみ
ﾃﾗｽ

屋内運動場

ﾎｰﾙ

ﾎｰﾙ

WC

更衣室

倉庫

電気室

ｽﾃｰｼﾞ

前室

放送室

教材庫
自活室普通教室普通教室

ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ

図工室

準備室

準備室

音楽室

器材置場

室外機置場

EV

WC

WC

ﾎｰﾙ

普通教室

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾎｰﾙ

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ
ﾗﾎﾞ
ｷﾞｬﾗﾘｰ

WC

WC
WC

ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ

普通教室

普通教室

普通教室

みんなのﾃﾗｽ

大階段

渡り
廊下

渡り
廊下

渡り
廊下

庭上部

まちなみ
ﾃﾗｽ

屋内運動場

ﾎｰﾙ

ﾎｰﾙ

WC

更衣室

倉庫

電気室

ｽﾃｰｼﾞ

前室

放送室

教材庫
自活室普通教室普通教室

ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ

図工室

準備室

準備室

音楽室

教材ｺｰﾅｰ

室外機置場

EV

普通教室

ﾎｰﾙ

WC
WC

ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ

普通教室

普通教室
器材置場

普通教室

ﾎｰﾙ

しまなみ
ﾃﾗｽ

室外機置場

点検ｽﾍﾟｰｽ

ｱﾘｰﾅ
上部

指導
改善室

自活室普通教室普通教室

ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ

室外機置場

屋上

屋根

屋根

ｽﾃｰｼﾞ
上部

屋根
渡り廊下

渡り
廊下渡り

廊下

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

普通教室

ﾎｰﾙ

WC
WC

ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ

普通教室

普通教室
教材ｺｰﾅｰ

普通教室

ﾎｰﾙ

しまなみ
ﾃﾗｽ

室外機置場

点検ｽﾍﾟｰｽ

ｱﾘｰﾅ
上部

指導
改善室

自活室普通教室普通教室

ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ

室外機置場

屋上

屋根

屋根

ｽﾃｰｼﾞ
上部

屋根
渡り廊下

渡り
廊下渡り

廊下

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

教室＋ワークスペースのイメージわらんきゃの庭（外教室）のイメージ

教室の大きさ

校舎内のバリアフリーな動線の考え方

既存校舎教室
新校舎教室

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

時間外利用動線身障者動線
校舎間動線 児童の登下校動線

1
.0
ｍ

1.05ｍ

可動棚

8
.0
ｍ

9.0ｍ

机：65×45cm

机：65×45cm

1
.0
ｍ

1.05ｍ

8
.0
ｍ

8.0ｍ

しまなみテラスからの
眺望イメージ

児童もお手伝いできる
各階に設けたオープンな
教材コーナー

教室と一体利用できる
オープンスペース

校庭側に開いた
「みんなのテラス」
は児童の交流の場に

既存の樹木は残す

校庭境界は既存同等

トイレは上下階そろえ
配管の無駄を無くす

塩害を受けやすい
空調室外機は建物に
囲まれた場所に

プライバシーに配慮した
トイレ空間

既存校舎と各階で
バリアフリーに接続

児童の作品展示や創作スペースを
中庭回遊空間に添わせ、日常的に
創作活動へと誘う　　　　　

様々なスポーツに対応できる
競技空間を確保

スロープでステージへ
バリアフリーに

「わらんきゃの庭」に面する図書室横に
メディアセンターを配し、様々な学習
形態に対応

保健室は校庭からの利用にも配慮し
教育相談室を併設

１期工事で配膳室を設けることで
仮設を設けることなく、より衛生的
に給食提供を既存校舎から引き継ぐ

外の教室「わらんきゃの庭」は遊びの場、
憩いの場としても機能し、ベランダから
も望める発表の場にもなる

外部に面した「アクティブラーニングゾーン」で
より活発な教育活動を

校庭との一体利用による一般開放
や放課後の学童利用も視野に入れた
多目的室（分割可能）の提案

１Ｆ既存教室は新校舎の管理諸室に
近接した教職員スペースに

管理諸室は校庭や
人の出入りに配慮

分かりやすく
開放的な玄関・昇降口

屋内運動場への動線と
して外部階段からも
つなぐことで、1階
駐車場からの雨天時
動線としても機能する

既存教室も無駄なく活用

古仁屋の街・大島海峡を
一望できる「しまなみテラス」
と「まちなみテラス」

１期工事の屋体に電気
や給水の設備機能を
先に集約させ、工事時
の仮設配管や盛替え、
全体完成時の配管や
配線の煩雑化を発生
させない計画

普通教室は瀬戸内特有の強い西日が入らないよう
全て南面させ、庇・ベランダで教室への日射を
コントロールする計画です。

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ピロティ部分は日影空間として
休憩や語らいの場に

休み時間は遊びの場。
外教室として活動的な教育にも対応

教室棟に自然風と南からの自然光を
取込むオープンな空間
上下階のお友達との交流も
家庭科室・図書室との一体利用 カバン棚は移動できる家具とし、

自由なレイアウトで空間創出が可能

教室と一体となりより多様な
授業形態に対応

クラス・教科・学年を超えた
インクルーシブな活動に対応する
広々としたワークスペース

02 児童の移動円滑化を実現するための提案

01「新しい時代の学び」を実現するための提案

工事期間中・完成後を通して、以下を大きなコンセプトとして設計に臨みます。

児童の主体的かつ探究的な学びを促進するため、教
室のみならず “外の教室” やアクティブラーニングス
ペース、オープンスペース、クリエイティブ・ラボ等、
異なるタイプの学習空間を設け、授業形態及び調べ学
習やグループワークなど多様でインクルーシブな学習
スタイルに柔軟に対応します。

日常的な ICT 活用の教育環境に対応する「新 JIS 規格」
の備品の導入に伴い、従来より広い教室を計画し、次
代を見据えた豊かな教育の場を創出します。

新校舎及び屋内運動場と既存校舎を廊下とデッキで繋ぎ、中心にエレ
ベーターを設けることで水平・垂直方向に回遊性のあるバリアフリーな
動線を確保し、児童間の交流や児童・教職員の円滑な移動を実現します。

きゅら島の風土とともに
総合的に機能性・安全性・経済性を高めた
インクルーシブ教育の場へ

プロジェクトコンセプト

「児童が安心できる場の確保」　　「児童を見守りやすい管理諸室の配置」
「総合的な経済性の追求」　　　　「古仁屋の風土に寄り添う場の創出」

■ICTを活用した教育に適応した学校

■回遊性のある校舎配置

工事中から最終完成まで、既存教室棟まわりに全ての校舎をまとめる（グ
ラウンドに仮設を設けない）ことで、総合的なバリアフリーを実現します。

■校舎間に段差をつくらない
徒歩通学用の歩道から近い位置に昇降口を配置することで、児童の迅
速な登下校を実現します。また、教職員及び幼稚園送迎の車動線と徒
歩通学用の歩道が交差しない完全歩車分離の安全な駐車場計画としま
す。屋内運動場 1 階ピロティには身障者及びコンテナ車、幼稚園送迎
車用駐車場を計画し、雨天時にも配慮した身障者の安全な動線及び給
食配送車からのスムーズな荷下ろしを確保します。

■通学時の良好かつ安全なアクセス

新校舎の昇降口は校庭・登校口側
に大きく開いた誰もが分かりやす
い位置に設けます。「わらんきゃの
庭」に連続した開放的な玄関空間
として、毎日子どもたちを明るく出
迎えます。

■一日の始まりを明るい玄関で

登下校時、新校舎の昇降口と教室
間の動線上には、昇降口に近接し
た階段及び EV があるため単純明
快かつ迅速に移動できます。

■分かりやすい教室への動線

児童の生活空間である新教室棟が
建物群の中心にあり、授業間の限
られた時間でどの教室にもスムー
ズに移動できるコンパクトな建物
配置計画です。

■教室間移動をスムーズに

教室に隣接したワークスペースは、家具やパーティションにより多様な
空間を確保できます。児童個別の習熟度や学習アプローチの違いに合
わせた空間構成や、集中とリラックスのメリハリある場の創出など、教
え方や学ぶ姿勢に応じて可変性を活かした授業形態が可能です。

■可変性を活かせるワークスペース

開放的な教室によって「教室の見える化」を促します。さらに教職員同
士の綿密な情報共有や教科の枠を超えた融合的な学びの支援を可能に
する職員室を整備します。これによって日常的に授業内容・方法等の共
有化が図られます。また、学校の運営に際して、円滑な連携が取れる
ような職員室や事務室等の管理部門の配置とします。

■授業・学習内容の共有化

■主体的かつ探究的な学びを促進する学習空間

駐車場 配置イメージ
1階平面図

2階平面図

3階平面図

屋内運動場用途部分：903.55 ㎡
その他新築校舎：1,996.25 ㎡

従来教室では窮屈

従来

採用
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一般開放時のセキュリティラインの考え方

別プロジェクトのワークショップの様子

１Ｆ

２Ｆ

ローリング計画

既存棟

1FL

2FL

3FL

基礎下端

GL
1FL

2FL

3FL

RFL

最高高さ

屋内運動場

ホール

普通教室

普通教室

ｵｰﾌﾟﾝ
ｽﾍﾟｰｽ

ｵｰﾌﾟﾝ
ｽﾍﾟｰｽ

WC 家庭科室廊下 廊下 教育
相談室

わらんきゃの庭

みんなのテラス

ｽﾃｰｼﾞ

駐車場

自然通風

ソーラーパネルの設置検討

屋内運動場には高効率の省エネ空調機を採用

高性能断熱材の採用

断面イメージ

既存棟と新校舎を
同じ床レベルで繋ぐ渡り廊下

自然採光

雨天時の行き来
に配慮した屋根

Low-E複層ガラス高性能断熱材の採用

軒の深い庇
＋メンテナンスデッキ

…熱負荷の低減 …省エネルギーシステム

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10 年度 R11
既存校舎解体・改修

改修（14 号棟）
解体（6-1・2 号棟）

既存校舎解体・改修
改修（14・15 号棟）
解体（4-1 号棟）

解体（屋内運動場）

屋内運動場新築
新築工事

新校舎新築

外構工事
新築工事

改修・解体設計

改修・解体設計

外構設計

実施設計

実施設計

基本設計

基本設計

14号棟改修（教室・家庭科・自活室など12室を14 号棟へ）

14 号棟改修

教室等移設

児童の
動線

給食車

児童の
動線

児童の
動線

児童の
動線

給食車 給食車救急車 給食車救急車

14・15 号棟改修（管理諸室・会議室等を14・15 号棟へ）※夏休み中の改修工事→

解体前に浄化槽を先行設置

屋内運動場建設（配膳室・保健室も1階に新設）

校舎新築工事
駐車場のみ 外構工事

4-1 号棟解体
既存屋内運動場解体

6-1・2号棟解体

解体

解体

( 既存校舎 6-1･2 号棟解体 ) ( 新屋内運動場施工 ) ( 既存校舎 4-1 号棟解体 ) ( 新校舎施工 )
phase-1 phase-2 phase-3 phase-4

EV

EV

屋内運動場

家庭科室

音楽室
ギャラリー
図工室

メディア
センター

ｾｷｭ
ﾘﾃｨ
ﾗｲﾝ

ｾｷｭ
ﾘﾃｨ
ﾗｲﾝ

駐車場よりＥＶを経由
し屋内運動場までバリ
アフリーに移動可能

図書室多目的室
（学童ｸﾗﾌﾞ）

駐車場より

仮囲い

仮囲い 仮囲い 仮囲い浄化槽新設

工事車両 工事車両 工事車両 工事車両

屋体新設

校舎新設

14・15 号棟改修
管理室移設 事務諸室

15→14 号棟
新校舎へ引越

会議室他
移設
ｺﾝﾃﾅ室
移設

建物模型や３Ｄモデル
を通して、図面では伝
わりずらいイメージを
みんなで共有し、より
多くのアイデアを引き
出します。

古仁屋小学校設計チーム

協働・パートナーシップ

管理技術者

瀬戸内町

教育
委員会

教職員

地域
住民

児童・
保護者

町議会

関係
各部課

意匠主任
技術者統括責任者

構造担当

モデリング
チーム

省エネ
設計

サイン
計画

防災
計画

電気担当 機械担当 積　算

設計チーム

コスト確認
BIM

打合せ
ＺＥＢ

基本設計②( 詳細検討 )基本設計① 概算 調整
設計与条件確認
関係各所要望確認 規模・構造決定

配置・平面・断面決定
町・関係者の意見反映設備調整

外装・内装・外構計画

準備 BIMの組立、検討、検証、改善

関係者・外部
協働者協議

ZEB メニュー
検討 ZEB 試算

アスベスト調査

03 地域に愛され、安全で持続可能な学校運営を実現するための提案

05その他、独自の提案

04 工事期間中における児童負担の軽減を実現するための提案

明確なセキュリティゾーンを区画することで、屋内運動場
や既存棟 (14 号棟 )１階の多目的室における休日の地域
開放や「放課後の学童クラブ」利用等の時間外利用時の
安全を確保することが出来ます。

■セキュリティゾーンの区画

「わらんきゃの庭」やクリエイティブ・ラボ等では、生徒
が地域や企業の人々と協働・共創体験を得ることにより、
地域と学校の交流が生まれるだけでなく児童自身がクリ
エイティブな発想力を身に着けることが出来ます。

■児童と地域の交流

普通教室は南面させ自然採光を積極的に取り入れ、窓面
には深い庇を設けて直達日射や西日を遮蔽します。街並
みを望む南側の大デッキ「みんなのテラス」や「わらんきゃ
の庭」に面した大開口からは、十分な通風と自然採光を
確保するなど、自然環境を最大限利用した地域風土に根
ざしたエコスクールの実現を目指します。また、オープ
ンスペース等を用いた多様な学習活動の展開に柔軟に
対応出来る空調方式と高断熱性能を持つ仕上材の採用
で快適な教育環境を創出します。

■地域特性を取り入れた快適で省エネな建築の実現

下記の事項を基に大きく４段階に分けた建替計画で、より効率的で安全な建替え工事とします。
■安全性と経済性に配慮したスムーズなローリング計画

仮設校舎を設けず管理のしやすい校舎に

メイン設備（給排水・電気）を最初に設置

仮設プレハブは設けず、全て既存教室棟の地盤レベルで対
応。児童の動線と工事動線も明確に区分し、コストも縮減

浄化槽や高圧受電設備、給水ポンプなどを１期工事時には
整備し、次期工事における仮設配線や配管を減らす

引っ越す部屋（伴う改修工事）を最小限に
空き教室と解体建物の調整により、部屋の移設を最小限に
とどめ、配膳室・保健室などは屋体工事時に先に設ける

地域の原風景である既存樹木を残す
奉安殿まわりの樹木の他、既存体育館まわりの大樹も地域
の宝として伐採しない建替え計画とする

屋内運動場の 2層化

空調機は室外機と室内機が 1 対 1 のタイプを
採用し、台風等でやむを得ず故障した際も他
の空調機が作動でき、故障機器単体での修理
で対応できる方式とします。

■風土に応じた設備機器計画

災害発生時には、避難所等の地域の防災拠点
施設となる屋内運動場は、1 階がピロティに
なっており台風や豪雨による土砂被害を受けに
くくなっています。またピロティ駐車場を活用し
て雨天時でも被災者対応を容易に行うことが可
能となります。駐車場には保健室も近接してお
り、医務的なバックアップにも対応します。

■災害時の地域の防災拠点

学校は「子供の学びの場」だけでなく「地域
づくりの核」にもなるという視点を持ち、児童
や教職員に加えて世代を超えた地域住民の
方々を交えたワークショップを行うことで、住
民参加型の設計プロセスとなり、地域協働の
舞台となるような学校づくりを提案します。ま
た、地場産材を活用し、一般流通材の活用も
視野に入れた工法とすることで、材料調達・
現場施工・メンテナンスまで地産地消のサイク
ルを生みだし、地域の森林更新にも寄与する
地域に根差した循環型施設としての学校を提
案します。

■地域の声を学校建築に反映

児童・保護者・教職員等様々な人々と
のコミュニケーションを通じて、潜在
的な要望の把握・解決に努め、より良
い施設を目指して業務を遂行します。
設計の初期段階から地域・学校関係
者のみならず、教育関係者・地域協
働者等との意見交換の場を設け、子
供たちの学びに必要な要素を精査し反
映します。全て鹿児島在籍の事務所で
構成しており、地元設計事務所と連携
してより良い学校づくりに邁進します。

豊富な公共建築・学校建築の実績を活かし、工期とコストを確実に管理します。基本設計の早期
でコスト分析、概算、類似施設費用の調査を実施し、的確なコスト把握を行います。地域の提案
を反映するためのワークショップは定
期的に開催し、地域・児童・教員との
対話から合意形成を図りながら、柔軟
に案を更新する設計プロセスです。
■豊富な経験を協働に活かす

資材や人件費の高騰で工事費の増大が想定される今、より良い地域の学び舎の形成と総合的な
コスト軽減を両立するため、以下の工夫が根底にある提案となっています。

■より良い教育環境の創出と総合的なコスト軽減を見据えた提案

■コストを見据えた設計プロセス（基本設計時のコスト確認を重要視）

小学校に関わる人々と協働チームで設計

コスト確認を重視した「基本設計」スケジュール

便利な駐車場を有効に確保

中庭型の校舎配置 全ての新設普通教室を南面

段階的な工事計画 仮設校舎がなく校内移動も容易

既存樹木を活かす 植樹や移植などの外構費が不要

両棟の間に人々を引き込むように玄関と
大階段を配置した開放的な全体イメージ
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